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I N F O R M A T I O N

　

原
村
商
工
会
で
は
、ス
ノ
ー
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
で
白
銀
の
世
界
を
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
●
３
月
1
日
日

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所
●
車
山
高
原
（
八
ヶ
岳
自
然

文
化
園
に
午
前
９
時
30
分
集
合
）

参
加
費
●
２
０
０
０
円

持
ち
物
●
雪
の
中
を
歩
け
る

シ
ュ
ー
ズ
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
、

ス
ト
ッ
ク
、
ザ
ッ
ク
等

申
込
締
切
●
２
月
23
日
月　

※
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の
レ
ン
タ
ル

代
（
持
っ
て
い
な
い
方
）
、
リ

フ
ト
代
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

　

県
で
は
、「
健
や
か
で
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
健
康
長
寿
を
目
指
し

て
」を
テ
ー
マ
に
、健
康
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。医
師
で
あ
り
落

語
家
で
も
あ
る
立
川
ら
く
朝
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
「
ヘ
ル
シ
ー

ト
ー
ク
と
健
康
落
語
」
で
笑
い
と

健
康
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
●
2
月
25
日
水

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
●
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

講
師
●
表
参
道
福
澤
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長  

立
川
ら
く
朝
さ
ん

そ
の
他
●
入
場
無
料

　

シ
ニ
ア
大
学
で
は
、平
成
27
年

度
シ
ニ
ア
大
学
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

入
学
資
格
●
県
内
在
住
の
概
ね

60
歳
以
上
の
方

募
集
締
切
●
2
月
27
日
金

定
員
●
1
2
0
名

受
講
期
間
●
2
年（
1
日
4
時

間
、年
間
15
日
程
度
）

授
業
料
●
年
額
8
5
0
0
円

  （
教
材
費
が
別
途
か
か
り
ま
す
）

申
込
方
法
●
保
健
福
祉
課
健
康

づ
く
り
係（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）、ま
た
は
諏
訪
保
健
福
祉
事

務
所
福
祉
課
で
募
集
案
内
を
配

布
し
て
い
ま
す
。案
内
を
お
受
け

取
り
の
上
、入
学
願
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

諏
訪
圏
域
に
あ
る
障
が
い
者

の
通
所
施
設
の
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
、作
業
内
容
や
対
象
者
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

施
設
の
担
当
者
か
ら
直
接
話
を

聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。事
前
の
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

日
時
●
3
月
8
日
日　

　

午
後
1
時
〜
午
後
3
時
30
分 

場
所
●
諏
訪
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
3
階 

交
流
ひ
ろ
ば

　

諏
訪
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

平
成
27
年
度
の
訓
練
生
を
募
集

し
ま
す
。

入
校
資
格
●
規
定
日
数
の
 80 
％

以
上
出
席
し
、修
業
年
限
を
最
後

ま
で
履
修
す
る
強
い
意
志
を
持
っ

て
い
る
方
。ま
た
、普
通
課
程
に
つ

い
て
は
、該
当
す
る
科
目
の
事
業

所
に
勤
務
し
て
い
る
方
。

募
集
課
程
●

○
普
通
課
程

　

木
造
建
築
科
、配
管
科

○
普
通
課
程
以
外
の
長
期
訓
練

　

和
裁
科（
本
科
、研
究
科
）、

　

洋
裁
科（
本
科
、研
究
科
）

○
短
期
課
程

　

パ
ソ
コ
ン
科 

初
級
コ
ー
ス

募
集
締
切
●
3
月
13
日
金

　
　
　
　
　
午
後
4
時

申
込
方
法
●
来
校
し
、所
定
の
用

紙
に
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、諏
訪
高
等
職
業
訓
練

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日 土金木水火月

2月 3月

15   16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15

F e b r u a r y  t o  M a r c h

問
諏
訪
圏
域
障
害
者
総
合

　

支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ア
シ
ス

　

☎
54
‐
7
7
1
3

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

■原村診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■中央公民館［☎79-7940］
土曜日、日曜日、祝日（施設利用は可）

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、2/27

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日

■もみの湯［☎74-2911］
2/18

平
成
27
年
度

シ
ニ
ア
大
学
生
募
集

問
諏
訪
高
等
職
業
訓
練
校

　

☎
52
‐
4
3
0
6

諏訪高等職業訓練校ホームページ
http://www.geocities.jp/suwakunrenkou/

問
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
諏
訪
支
部

 

☎
57
‐
2
9
1
0
（
直
通
）

雪
と
戯
れ
よ
う
♪

ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

問
・
■
■
■
原
村
商
工
会

　

☎
79
‐
4
7
3
8

申
込
先

　

放
送
大
学
で
は
、平
成
27
年
度

４
月
入
学
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ま
ず
は
、無
料
の
資
料

を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。心
理
学
・
福
祉
・
経
済
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
さ
ま
ざ
ま
な
世

代
・
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

募
集
締
切
●
3
月
20
日
金

※
詳
し
く
は
、放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

沖
縄
に
近
い
南
の
島
、ヨ
ロ
ン

島
の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美
し
い

自
然
の
中
で
、全
国
か
ら
参
加
す

る
仲
間
と
の
共
同
生
活
や
野
外

活
動
を
通
し
て
、友
達
作
り
の
楽

し
さ
を
知
り
、
お
互
い
に
協
力

し
、積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

心
を
養
い
ま
す
。

期
間
●
3
月
27
日
金
〜
4
月
2

日
木（
6
泊
7
日
）

　

毎
年
2
月
と
8
月
は
、「
北
方

領
土
返
還
運
動
強
調
月
間
」
で

す
。全
国
で
返
還
要
求
運
動
が

積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
北
方
領
土
問
題
と
は

　

安
政
元
年
（
1
8
5
5
年
）
に

日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
間
で「
日
魯

通
好
条
約
」が
調
印
さ
れ
、
択
捉

島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
の
間
に
国
境

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
以

降
、択
捉
島
、国
後
島
、色
丹
島
及

び
歯
舞
群
島
か
ら
な
る
北
方
四

島
は
、一
度
も
他
国
の
領
土
に
な

っ
た
こ
と
が
な
い
日
本
国
有
の

領
土
で
す
。し
か
し
、
昭
和
20
年

（
１
９
４
５
年
）
に
北
方
四
島
が

ソ
連
に
占
領
さ
れ
て
以
降
、今
日

に
至
る
ま
で
ソ
連
・
ロ
シ
ア
に

よ
る
不
法
占
拠
が
続
い
て
い
ま

す
。こ
れ
が「
北
方
領
土
問
題
」で

す
。

　
北
方
領
土
の
返
還
実
現
の
た

め
に
は
、
幅
広
い
国
民
世
論
が

重
要
と
さ
れ
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
詳
し
く
は
、
内
閣

府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
北
方
対
策

本
部
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、中
部
電
力
の
名
を
語
っ

た
詐
欺
・
不
審
セ
ー
ル
ス
が
多
発

し
て
い
ま
す
。中
部
電
力
で
は
、

募
　
集

障
が
い
福
祉
の

通
所
事
業
所
説
明
会

お
知
ら
せ

諏
訪
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

清
水
学
園
新
名
称

「
こ
の
街
き
っ
ず
学
園
」
に

北
方
領
土
返
還
運
動

全
国
強
調
月
間

放
送
大
学
４
月
生
募
集

放送大学ホームページ
http://www.ouj.ac.jp/

問
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
58
‐
2
3
3
2

問
こ
の
街
福
祉
会

　

☎
78
‐
6
2
2
0

場
所
●
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

対
象
●
小
学
2
年
生
〜
6
年
生

定
員
●
日
本
人
2
0
0
人

　
　
　

在
日
外
国
人
1
0
0
人

申
込
締
切
●
3
月
5
日
木

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
11
月
ま
で
、諏
訪
市
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
清
水
学
園

の
新
名
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

全
国
各
地
か
ら
1
1
4
通
も
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。厳
正

な
審
査
の
結
果
、
新
名
称
は「
こ

の
街
き
っ
ず
学
園
」に
決
定
し
ま

し
た
。た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、旧
諏
訪
警
察
署
跡
地
に

建
設
中
の
新
施
設
で
す
が
、名
称

も
決
ま
り
、4
月
に
開
園
の
予
定

で
す
。

中
部
電
力
を
語
る

詐
欺
に
ご
注
意
を
！

問
中
部
電
力
株
式
会
社
諏
訪
営
業
所

☎
0
1
2
0
‐
9
8
4
‐
5
4
0

自
動
車
の
各
種

手
続
き
は
お
早
め
に

契
約
内
容
や
使
用
量
を
伺
っ
た

り
、ご
依
頼
の
な
い
点
検
・
修
理

で
代
金
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。ま
た
、契
約
の
見
直

し
と
し
て
機
器
の
販
売
や
配
線

工
事
な
ど
の
セ
ー
ル
ス
は
い
た
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

従
業
員
ま
た
は
各
社
関
係
者

は
、必
ず「
従
業
員
証
」を
携
帯
し

て
い
ま
す
の
で
、「
従
業
員
証
」の

提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。不
審

に
思
わ
れ
た
場
合
は
、お
近
く
の

中
部
電
力
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

毎
年
、3
月
下
旬
は
自
動
車
の

検
査
・
登
録
申
請
が
多
く
、窓
口

が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。車
検
の

手
続
き
は
１
カ
月
前
か
ら
受
検

で
き
ま
す
の
で
、な
る
べ
く
２
月

中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、廃
車
・
名
義
変
更
等
の
手

続
き
は
３
月
中
旬
ま
で
に
申
請

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、毎
年
４
月
１
日
現
在
、

自
動
車
検
査
証（
車
検
証
）に
登

録
さ
れ
て
い
る
所
有
者（
又
は

使
用
者
）に
対
し
て
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。次
の

事
例
に
該
当
す
る
場
合
は
、３
月

問【
自
動
車
の
各
種
手
続
き
】

　

長
野
運
輸
支
局
松
本
自
動
車

　

検
査
登
録
事
務
所

☎
0
5
0
‐
5
5
4
0
‐
2
0
4
3

【
自
動
車
税
に
つ
い
て
】

　

諏
訪
地
方
事
務
所
税
務
課

  

☎
57
‐
2
9
0
5

ち
び
っ
こ

探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

し
あ
わ
せ
信
州

健
康
セ
ミ
ナ
ー

問
長
野
県
保
健
福
祉
部

　

健
康
福
祉
政
策
課

☎
0
2
6
‐
2
3
5
‐
7
0
9
7

末
ま
で
に
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
は
、

必
ず
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

○
車
が
古
く
な
っ
た
り
し
て
使
わ

な
い
と
き
は
、早
め
に
抹
消
の
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、す

ぐ
に
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

創
業
を
目
指
し
て
い
る
方
と

後
継
者
を
探
す
事
業
者
と
の
効

果
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
す
る

仕
組
み
と
し
て
、「
長
野
県
後
継

者
バ
ン
ク
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
人
脈
・

知
名
度
・
仕
入
先
等
を
継
承
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
0
3
‐
6
4
1
7
‐
9
7
2
1

国際青少年研修協会ホームページ
http://www.kskk.or.jp/

内閣府北方領土対策本部ホームページ
http://www8.cao.go.jp/hoppo/menu/mondai.html

長
野
県
後
継
者
バ
ン
ク

問
長
野
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
6
‐
2
1
9
‐
3
8
2
5



67 2015  02 2015  02

ス
ポ
ー
ツ

○
交
通
遺
児
等（
育
成
資
金
）貸
付

　
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た

は
重
度
後
遺
障
害
者
に
な
ら
れ

た
方
の
お
子
さ
ん
（
0
歳
〜
中

学
校
卒
業
ま
で
）
を
対
象
に
、

育
成
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し

し
ま
す
。

貸
付
期
間
●
貸
付
が
決
定
し
た

月
か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

返
還
期
間
●
中
学
校
卒
業
後
一

年
間
据
置
い
た
後
、
月
賦
、
ま
た

は
半
年
賦
併
用
に
よ
る
20
年
以

内
の
均
等
払
い（
高
校
、
大
学
等

へ
進
学
し
た
場
合
、
在
学
中
は

返
還
が
猶
予
さ
れ
ま
す
）

○
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
重
度
後

遺
障
害
者
（
自
賠
法
施
行
令
別

表
第
一
の
「
第
1
級
1
・
2
号
」

「
第
2
級
1
・
2
号
」に
該
当
）と

な
ら
れ
た
方
を
対
象
に
、介
護
料

を
支
給
し
ま
す
。

支
給
期
間
●
申
請
を
受
理
し
た

月
か
ら
介
護
料
を
支
給
す
べ
き

事
由
が
消
滅
す
る
月
ま
で

社
会
体
育
館

　
　
　
　
☎
79
‐
4
9
2
2

■
テ
ニ
ス
教
室

　

○
2
／
15
日　

○
2
／
22
日

　

○
3
／
1
日　

○
3
／
8
日

　

○
3
／
15
日　

午
後
７
時

■
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

　

○
2
／
16
月　

午
前
９
時　

　

○
2
／
23
月（
閉
講
式
）  

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
2
／
28
土　

○
3
／
14
土

　

正
午
〜
午
後
5
時

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

○
3
／
８
日  

午
前
８
時
30
分

■
利
用
者
会
議

　

○
3
／
9
月  
午
後
７
時
30
分

中
央
公
民
館

　
　
　
　
☎
79
‐
7
9
4
0

■
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座

　

○
2
／
16
月  

午
後
１
時
30
分

■
タ
イ
式
ヨ
ガ 

ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン

　

○
2
／
17
火  

○
2
／
24
火

　

午
前
９
時
30
分

■
世
界
の
料
理
に
挑
戦

　

○
2
／
20
金  

午
前
9
時
30
分

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

　

○
2
／
23
月  

午
後
1
時
30
分

■
ハ
ー
ブ
の
恵
を
楽
し
む

  

○
3
／
3
火  

午
後
１
時
30
分   

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ
⑫

　

○
3
／
4
水　

午
前
10
時

心配ごと相談　問☎79-7228
◇日時／3月1日(日)
　　　　午後1時30分～午後5時
◇場所／老人憩の家
◇担当／心配ごと相談員

無料法律相談　問☎79-7927
◇日時／3月13日（金）
　　　　午後1時～午後5時
◇場所／中央公民館 講義室
◇担当／長野県弁護士会諏訪在住会弁護士
※事前に相談予定者名簿を見て、担当弁護士
　において利害が反すると判断した場合は、
　相談をお断りすることがあります。

出張年金相談　問☎23-3661
◇日時／3月4日（水）
　　　　午前10時～午後3時
◇場所／富士見町役場
◇担当／岡谷年金事務所職員

交通事故巡回相談　問予約☎57-2902
◇日時／3月12日（木）
　　　　午前10時～午後3時
◇場所／諏訪地方事務所
◇担当／長野県交通事故相談所松本相談所の
　　　　 交通事故相談員

カ
ル
チ
ャ
ー

・お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年金を受給している場合 
・父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合 
・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合 　など

＜参考：児童扶養手当の月額＞ （平成26年4月～） 
　◇子ども1人の場合 
　　全部支給：41,020円 
　　一部支給：41,010円～9,680円（所得に応じて決定されます） 
　◇子ども2人以上の加算額 
　　2人目：5,000円
　　3人目以降1人につき：3,000円

今回の改正により新たに手当を受け取れる場合

新たに手当を受給するための手続き

　これまで、公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など）を受給する方は児童扶養
手当を受給できませんでしたが、平成26年12月以降は、年金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の
　児童扶養手当を受給できるようになりました。

児童扶養手当を受給するためには、社会福祉係への申請が必要です。

◇支給開始日
　手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給していたことで児童扶養
　手当を受給できなかった方のうち、平成26年12月1日に支給要件を満たしている方が、平成27年3月までに
　申請した場合は、平成26年12月分の手当から受給できます。

「児童扶養手当法」の一部が改正されました

問　保健福祉課 社会福祉係　☎７９－７０９２

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料

問
自
動
車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所

☎
0
2
6
‐
4
8
0
‐
0
5
2
1

緊急時　災害時　その時に！
ー緊急メール配信サービスを行っていますー

　村では、緊急メールの配信を行っています。
　これまで、緊急時や災害時の情報をお知らせしていた有線放送や
村ホームページに加え、屋外にいる場合など、有線放送が聞こえない
状況でも情報を速やかにお知らせできるよう、緊急メールの配信を
実施してます。
※緊急メール配信サービスは、緊急性の高い情報の発信手段です。
　いざという時の備えとしてご活用ください。

■緊急メール配信サービスでお届けする情報
　・防災に関する情報・生活・道路に関する情報・防犯に関する情報
　※特に緊急を要する情報や災害発生時の情報をお届けします。
■登録方法
　携帯電話・スマートフォンから登録する場合は、
　右記ＱＲコードを読み取り登録手続きを行って
　ください。
　パソコンで登録する場合やＱＲコードが読み取
　れない場合は、専用URL　　
　http://admj.biz/subscriber/?storeId=140へアクセスしてください。
■詳しくは…サービスの詳細や登録方法は、村ホームページをご覧ください。
※本サービスでお届けする情報のうち土砂災害警戒情報、避難勧告、避難指示に
　ついては、株式会社NTTドコモ緊急速報「エリアメール」、ソフトバンクモバイ
　ル株式会社及びＫＤＤI株式会社緊急速報メール「災害、避難情報」のサービ
ス　を利用して、携帯電話・スマートフォンをご利用の方にもお知らせしていま
す。
※対応機種や受信設定方法などの詳細は、各携帯電話会社のWebサイトなどで
　ご確認ください。
※LCVデータ放送（安心安全情報）でもメールの内容を確認することができます。問　総務課企画係　電話７９－７９４２（直通）

 

COL UMN

高
原
の
風

村
長
き
よ
し
の

４２

　

は
や
ぶ
さ
2
が
打
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。打
ち
上
げ
時
の
天
候
が

悪
く
、雷
の
発
生
を
避
け
る
た
め

に
2
度
も
延
期
さ
れ
ま
し
た
の
で

ど
う
な
る
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、

無
事
打
ち
上
が
り
、太
陽
を
巡
る

軌
道
に
乗
り
良
か
っ
た
で
す
。

　

昨
年
12
月
3
日
午
後
1
時
22

分
、種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら

壮
大
な
旅
に
出
た
小
惑
星
探
査
機

は
や
ぶ
さ
2
は
、地
球
か
ら
約
3

億
㌔
離
れ
た
小
惑
星
1
9
9
9

Ｊ
Ｕ
3
を
目
指
し
、そ
の
地
表
で

金
属
の
弾
丸
の
よ
う
な
塊
を
勢
い

よ
く
発
射
し
て
ぶ
つ
け
て
穴
を
掘

り
、風
化
さ
れ
て
い
な
い
水
や
有

機
物
を
含
む
と
み
ら
れ
る
小
惑
星

地
表
内
部
の
岩
石
を
採
取
す
る
計

画
で
、太
陽
系
や
生
命
の
起
源
に

迫
る
成
果
が
期
待
さ
れ
る
そ
う
で

す
。6
年
52
億
㌔
の
旅
で
地
球
に

サ
ン
プ
ル
の
入
っ
た
カ
プ
セ
ル
を

届
け
更
に
宇
宙
へ
の
旅
を
続
け
る

と
い
う
遠
大
な
壮
挙
で
、ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
成
功
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

は
や
ぶ
さ
2
の
前
身
機
の
は
や

ぶ
さ
は
、’03
年
に
打
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
が
イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
や
姿

勢
制
御
装
置
の
故
障
、通
信
も
一

時
途
絶
え
る
等
様
々
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
、7
年
60
億
㌔
の
旅
の

末
、小
惑
星
い
と
か
わ
で
採
取
し

た
物
質
を
持
っ
て
、地
球
へ
の
帰
還

は
実
に
感
動
的
で
し
た
。こ
の
故

障
や
障
碍
の
間
、科
学
者
た
ち
は

決
し
て
諦
め
ず
、夜
の
目
も
寝
ず

の
努
力
も
ま
た
感
動
で
し
た
。

　

日
本
は
宇
宙
探
査
で
世
界
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。目

に
見
え
る
形
の
利
益
に
結
び
つ
か

な
い
と
て
重
き
を
移
そ
う
と
す
る

動
き
も
あ
る
や
に
聞
き
ま
す
が
、

学
術
へ
の
投
資
は
続
け
て
い
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。幕
末
越
後

長
岡
藩
小
林
虎
三
郎
の
米
百
俵
の

故
事
を
思
い
起
こ
す
べ
き
で
す
。

　

は
や
ぶ
さ
2
に
は
諏
訪
の
技
術

も
使
わ
れ
て
い
て
嬉
し
く
な
り
ま

す
。搭
載
さ
れ
た
小
型
探
索
ロ
ボ
ッ

ト「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ａ
」の
移
動
や

カ
メ
ラ
制
御
の
基
本
ソ
フ
ト
電
子

基
板
は
デ
ジ
タ
ル
・
ス
パ
イ
ス
社

製
、小
惑
星
地
表
撮
影
の
超
広
角

無
歪
高
解
像
度
の
重
さ
15
グ
ラ
ム

程
の
超
小
型
レ
ン
ズ
2
枚
は
日
東

光
学
社
製
。諏
訪
の
技
術
が
宇
宙

で
大
い
な
る
飛
翔
を
す
る
と
思
え

ば
誇
ら
し
い
限
り
で
は
あ
り
ま
す
。

　

は
や
ぶ
さ
2
の
活
躍
を
楽
し
み

に
待
ち
ま
し
ょ
う
。

が
い

ひ
ず
み

お
知
ら
せ



89 2015  02

　

保
育
所
や
幼
稚
園
に
行
く
前

の
お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
、保

護
者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。担
当
者
が
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の

で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
2
月
の
開
設
日

　

17
日
火
、19
日
木
、

　

20
日
金（
お
楽
し
み
会 

工
作
）、

　

24
日
火
、26
日
木

■
3
月
の
開
設
日 

　

3
日
火
、5
日
木
、

　

6
日
金
、10
日
火
、12
日
木
、

　

13
日
金（
お
楽
し
み
会 

絵
本

　

の
読
み
聞
か
せ
）

■
開
設
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
図
書
館
２
階
会
議
室

所
へ
の
問
い
合
わ
せ
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

■
届
出
方
法
／
必
要
書
類
を
貼

付
の
上
、農
村
整
備
係
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

※
枝
は
ら
い
、下
草
刈
り
を
行
う

場
合
は
届
出
は
不
要
で
す
。

　

米
粉
の
普
及
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る「
原
村
こ
め
っ
こ
ク
ラ

ブ
」で
は
、原
村
産
米
粉
を
使
用

し
た
米
粉
料
理
を
ご
家
庭
で
も

取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

大
人
を
対
象
と
し
た
米
粉
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
食
卓
に
米
粉
料
理

を
加
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
／
概
ね
20
歳
以
上
の
方

■
日
時
／
2
月
18
日
水

　

平
成
27
・
28
年
度
に
、原
村
を

発
注
者
と
す
る
建
設
工
事
、設

計
・
測
量
等
委
託
業
務
の
入
札
に

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て

は
、原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、住
民
財
務
課
財
政

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
締
切
／
2
月
27
日
金

　

平
成
27
年
2
月
16
日
〜
3
月

31
日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
及
び
祝

日
に
、鉢
巻
道
路
東
の
山
林
に
お

い
て
、銃
器
を
使
用
し
て
の
有
害

鳥
獣
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

　

事
故
の
な
い
よ
う
十
分
に
注

意
し
て
行
い
ま
す
が
、住
民
の
皆

さ
ん
も
山
へ
入
る
と
き
は
、目
立

つ
服
装
を
す
る
な
ど
駆
除
従
事

者
に
自
分
の
居
場
所
を
知
ら
せ

る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。有

害
鳥
獣
駆
除
は
、農
作
物
や
生
活

環
境
を
守
る
た
め
の
大
切
な
作

業
で
す
。皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

原
村
森
林
整
備
計
画
内
の
立

木
の
伐
採
を
行
う
時
は
、森
林
法

の
定
め
に
よ
り「
伐
採
お
よ
び
伐

採
後
の
造
林
の
届
出
書
」の
提
出

が
必
要
で
す
。原
村
の
森
林
整
備

計
画
区
域
は
、農
林
商
工
観
光
課

農
村
整
備
係
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
出
書
」に
つ
い
て

　

森
林
や
立
木
を
1
本
で
も
伐

採
す
る
場
合
は
事
前
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。伐
採
届
は
伐
採
を

行
う
90
日
〜
30
日
前
ま
で
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、早
め
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。ま
た
、倒
木
や
災
害

時
に
際
し
、緊
急
に
伐
採
を
す
る

場
合
も
、事
後
の
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
伐
採
を
予
定
し
て
い
る
森
林

が「
保
安
林
」に
指
定
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、別
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
、諏
訪
地
方
事
務
所
林
務

課
へ
の
届
け
出
、ま
た
は
許
可
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
別
荘
分
譲
地
内
で
の
立
木
の

伐
採
に
つ
い
て

　

別
荘
分
譲
地
内
で
の
立
木
の

伐
採
に
つ
い
て
は
、各
管
理
事
務

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内232）
　　　　　　 ★災害時連絡先
　企画係 ☎79-7942
　村づくり係 ☎79-7922
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

　　　　
　
　　

｝

子
育
て
サ
ロ
ン
開
設

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

2015  02

立
木
を
伐
採
す
る
に

は
届
出
が
必
要
で
す

問
農
林
商
工
観
光
課
農
村
整
備
係

　

☎
79
‐
7
9
3
2
（
直
通
）

問
住
民
財
務
課
財
政
係

☎
79
‐
7
9
2
4
（
直
通
）

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

銃
器
に
よ
る
有
害

鳥
獣
駆
除
の
実
施

問
農
林
商
工
観
光
課
農
村
整
備
係

　

☎
79
‐
7
9
3
2
（
直
通
）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p
■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、2／27（金）

　クロスカントリー選手の竜神真
人が現役復帰した。ふたつの金メ
ダルを獲り完全引退した彼が、な
ぜ突然復帰するのか。竜神の旧友
で新聞記者の杉本直樹は、取材を
重ねる中で、ある疑念を抱く。命を
賭して走り続ける男たちの友情と
宿命。

絶望という抵抗
辺見庸　佐高信（金曜日）

「本」と生きる
肥田美代子（ポプラ社）

　侵略の歴史の無化、軍事国家
への暴走と迫りくる戦争、人間が
侮辱される社会…。この絶望の深
みをさぐって、２人の思索者が日
本の精神史を遡り、未来の破局を
透視する。いま、なにが見えている
のか…。

　読書風景はいま、大きく変わり
つつある。童話作家の著者が、紙
の本と電子書籍の違い、教育現場
のデジタル化の是非など、「読書」
をテーマに現代の課題に鋭く切り
こみつつ、日本の、日本人の進む
道を示す。

　歌に込められた思いが熱くよ
みがえるのを感じてみませんか。
万葉の時代から現代まで、日本
人なら知っておきたい、特に十
代が共感できる名短歌を 100 首
厳選し、解説を添えて収録。

ねこ　どんなかお
村上しいこ文
ＭＡＹＡ ＭＡＸＸ絵（講談社）

　ちょっとあたっただけでおこる、ま
たたびをもらってもだえる、おならの
音を聞いて笑う。あんな顔やこんな
顔、ねこって、ほんまおもしろいな
あ。ねこの様々な表情や動作が楽し
い絵本。

次回の催し物

ドキュメント御嶽山大噴火
山と渓谷社編（山と渓谷社）

　2014年 9月27日、多くの登山
者でにぎわっていた御嶽山が突
然、大噴火した。そのとき何が起き
たのか。生還した登山者たちの証
言を中心に、救助現場からの報告
と研究者による分析を収録する。

児童図書

ルール
堂場瞬一（実業之日本社）

★ボランティアグループ「みちくさ」のおはなし会
　日時／2月21（土）　午後1時30分～
　内容／紙芝居など
　★図書館のおたのしみ会
　日時／3月4日（水）　午後4時～
　内容／絵本の読み聞かせ、紙芝居、本の紹介、折り紙など
　※子どもボランティア “のこのこ”による絵本の読み聞か
　　せや紙芝居もあります。お楽しみに！
★ボランティアグループ「やまんば」のおはなし会
　日時／3月11（水）　午後4時～
　内容／紙芝居、絵本の読み聞かせなど
　※どなたでも自由に参加できます。
　　お友達をさそって、大勢おでかけください。

十代に贈りたい心の名短歌100
田中章義（PHP研究所）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

場所：図書館２階

大
人
米
粉
料
理
教
室

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館 

調
理
室

■
定
員
／
12
名（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
2
月
16
日
月

　

国
の
総
合
戦
略
に
基
づ
く
、地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た

め
の
交
付
金
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。村
で
は
、地
域
内
消
費
を
原

則
に
プ
レ
ミ
ア
付
き
商
品
券
を

販
売
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、こ
の
商
品
券

を
住
民
が
利
用
す
る
際
に
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

（
商
工
会
会
員
の
皆
さ
ん
は
、商
工

会
で
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。）

　

例
え
ば
、飲
食
店
、自
動
車
販

売
整
備
、機
械
器
具
販
売
整
備
、

建
設
土
木
事
業
者
、設
備
工
事

事
業
者（
電
気
、水
道
、下
水
等
）、

燃
料
販
売（
ガ
ソ
リ
ン
、プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
等
）な
ど
、住
民
が
利
用
で

き
る
事
業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
者
の
参
加
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、商
品
券
の
引
き
換
え

は
一
定
期
間
ま
と
め
て
の
精
算
に

な
り
ま
す
。

問
・
■
■
■

農
林
商
工
観
光
課
農
政
係

　

☎
79
‐
7
9
3
1
（
直
通
）

申
込
先

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

商
品
等
提
供
者
募
集

　

申
請
は
、農
林
商
工
観
光
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。申
請
の
際
に

は
、住
所
・
事
業
所
名
・
連
絡
先
・

振
込
口
座
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

薪
ス
ト
ー
ブ
は
環
境
に
優
し

い
暖
房
器
具
で
す
が
、住
宅
地
で

薪
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
場
合

は
近
所
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

　

煙
が
多
く
発
生
す
る
主
な
原

因
は
、薪
に
適
さ
な
い
木
材
や
湿

っ
た
薪
を
燃
や
し
た
り
、一
度
に

多
く
の
薪
を
入
れ
す
ぎ
る
こ
と
で

す
。こ
れ
ら
に
よ
り
、ス
ト
ー
ブ
内

を
く
す
ぶ
ら
せ
、多
く
の
煙
が
発

生
し
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、着

火
時
の
煙
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、近
所
で
洗
濯
物
を
干
し
て

い
る
時
間
帯
に
は
着
火
を
控
え

た
り
、近
所
へ
声
を
掛
け
る
な
ど

の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

煙
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
ぎ
、美
し
い
自
然
環
境
を
未

来
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、

薪
ス
ト
ー
ブ
の
適
正
な
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
建
設
水
道
課
環
境
係

☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

薪
ス
ト
ー
ブ
の

利
用
は
適
正
に

問
・
■
■
■

農
林
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

　

☎
79
‐
7
9
2
9
（
直
通
）

申
込
先
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給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談に応じます。

■上水道当番指定店

2015  02 2015  02

㈱宮坂建設
共栄管工㈱
㈱キタハラ
㈱有賀水道
南部建設㈱

☎79-2536
☎79-5254
☎72-7418
☎72-4017
☎79-5720

2月15日（日）～2月21日（土）
2月22日（日）～2月28日（土）
3月1日（日）～3月7日（土）
3月8日（日）～3月14日（土）
3月15日（日）～3月21日（土）

■今月の納税等
・国民健康保険税（普通徴収11期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収11期）
・介護保険料（普通徴収11期）
納期限・口座振替日……3月2日（月）

■住民財務課窓口の時間延長  午後7時まで
・2月17日・2月24日・3月3日・3月10日

■一般家庭系可燃ごみ排出量（4月～12月）
　※事業系ごみは除いてあります。　　　　　　　　単位：kg

３市町村全体

原村分

一般収集

  10,034,460
　　 883,190

個人持込
804,940
 20,430

焼却移行量

   17,800,570
  　 1,275,600

率（%）

 100.0
 　7.2

可燃粗大
54,780
 13,070

1人1日あたりのごみ排出量（ｇ/人/日）
　3市町村全体　823ｇ　　原村　　588ｇ
　　1人1日300ｇを目標に燃やすごみを減らしましょう。

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場所／諏訪市四賀2299-1
・診療日及び診療時間／毎日 午後7時～午後9時
・診療科目／小児科（けがは除く・中学生以下）
・お問い合わせ／☎54-4699（よるきゅうきゅう）
※受診の際は、事前に電話で症状を伝えた上で、
　お越しください。

■『土砂災害１１０番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
諏訪建設事務所／☎57－2936
※平日と大雨洪水注意報・警報発令中に利用可能

■原村地域包括支援センターひだまり
  ６５歳以上の方の総合相談窓口
　本人、ご家族などどなたからの相談にも応じます。
　また、本人を中心に生活全般の課題解決に向け支援します。
（例：生活、からだ、健康、介護、認知症、虐待、悪質商法、財産管理）
・場所／老人保健施設　さくらの内
・お問い合わせ／☎70－1200
・受付時間／月～金曜日　午前8時30分～午後5時
　　　　　第1・4土曜日　午前8時30分～午後0時30分
　　　　　※電話は24時間受け付けています。

■人の動き
・人口   7,903人 （＋11） 転入 31　 　
・男   3,935人 （＋8） 転出 14　 　
・女   3,968人 （＋3） 出生   7  
・世帯数  3,076世帯 （＋1） 死亡 13

平成27年1月末現在。(　)内は前月比。

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716
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原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

声
を
掛
け
合
う
地
域
社
会
に

　

平
成
10
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
の
長
期
間
に
わ
た
り
、

年
間
の
自
殺
者
数
が
３
万
人
前
後
で
推
移
し
大
き
な
社
会

問
題
と
な
り
ま
し
た
。自
殺
は
、
家
族
へ
の
影
響
に
と
ど
ま

ら
ず
、社
会
的
に
も
大
き
な
損
失
を
与
え
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
２
万
８
千
人
台
へ
と

減
少
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
各
種
対
策
に
加
え
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
呼
ば
れ
る
方
々
の
ご
尽
力
が
大
き
か
っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、「
悩
ん
で
い
る

人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞
い
て
、
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
、
見
守
る
人
」
と
内
閣
府
に
よ
り
定
義
さ
れ
て
お

り
、「
命
の
門
番
」と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。自
殺
総
合
対
策

大
綱
（
平
成
19
年
６
月
閣
議
決
定
）
で
は
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
養
成
を
重
点
施
策
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の

こ
と
か
ら
保
健
医
療
福
祉
関
係
者
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

民
生
児
童
委
員
、教
育
関
係
者
、理
美
容
師
な
ど
が
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
し
て
養
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、「
自
殺
防
止
」
と
い
う
と
大
げ
さ
に
聞
こ
え
ま
す

が
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。あ
る

精
神
科
医
師
の
講
演
会
で
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
自
殺
防

止
が
で
き
る
か
と
い
う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、「
難
し
く
考

え
な
く
て
よ
い
の
で
、
声
を
掛
け
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。」と
教
わ
り
ま
し
た
。

　

隣
近
所
の
ど
な
た
か
に
、い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
、声
を

掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
の
こ
と
が
大
切
な
命
を
守
る

一
助
に
な
る
か
も
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
福
祉
課
保
健
師　

舟
橋
岳
示

冬のいもサラダレシピ117

☆つくりかた

①じゃがいもは皮をむいて適当な大きさに切り、
茹でてからつぶす。塩・こしょう・ごま油・酢を加
える。
②長ねぎは小口切りにして入れる(生が苦手な方
はじゃがいもが茹で上がる少し前に鍋に入れ、
サッと茹でて一緒につぶす)。
③人参は薄いいちょう切り、ソーセージは5mm幅
のいちょう切りにする。
④材料を全て混ぜ合わせる。

塩、酢を控えて刻んだ漬物を混ぜ
ても美味しいです。
原村食生活改善推進協議会　清水美保香

★材料（4人分）
じゃがいも...............400g
長ねぎ......................適量
(主に青い部分)

人参 .........................1/2本
ソーセージ...............1本
塩・こしょう...........少々
ごま油......................大さじ1～
酢.............................大さじ1～

教室・学級　会場 保健センター2階

相談　会場 保健センター2階　対象 希望者

○育児相談 3月10日(火)
受付:午前9時30分～午前11時

○離乳食教室
　8・9か月コース

3月5日(木) 　対象:H26年6・7月生
受付:午前9時45分～午前10時　
中央公民館

○母親学級
　前期コース②

3月6日(金)　希望者(要予約)
受付:午後1時～午後1時15分

○2か月児相談
　母乳学級

2月26日(木)　希望者(要予約)
受付:午後1時15分～午後1時30分

○母親学級
　前期コース①

3月11日(水)　希望者（要予約）
受付:午後1時～午後1時15分

○ＢＣＧ 3月4日（水）　対象:H26年7月生

○四種混合 3月5日（木）　対象:H26年10月生～

予防接種　会場 地域福祉センター  受付 午後1時15分～午後1時30分
                          ※ＢＣＧは、午後1時10分～午後1時20分受付　

収集時間は、各地区により決められた時間となります。
■資源物とごみの収集日

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定箇所に出して下さい。

各地区　指定箇所

資源物

粗大ごみ

各地区　指定箇所

役場駐車場

不燃ごみ

3月12日（木）

2月28日（土）▲

午前7：30～
　午前10：30

毎週水曜日

 3月23日（月）

払沢、中新田

 3月16日（月）

  柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

 3月9日（月）

大久保、柳沢、八ッ手

可燃ごみ

毎週月・木曜日

毎週火・金曜日

毎週水・土曜日

払沢、柏木、菖蒲沢、室内

大久保、柳沢、八ッ手、ペンション、原山、農場、中央高原

やつがね、判之木、南原、上里、中新田

判之木、上里、ペンション、原山、農場

3月15日（日）▲

午前9：00～正午南諏衛生センター 粗大ごみ受入日

 3月30日（月）

原村診療所

●吉田のり子：諏訪中央病院 内科医
●休診／土曜日、日曜日、祝日、年末年始
　木曜日午前は都合により変更する場合があります。
　お問い合わせ／☎79-2716（直通）

月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　11：30
 診療 9：00～

安藤公二
吉田のり子

安藤公二
吉田のり子

安藤公二
吉田のり子

第①③⑤週
高木宏明

第②④週
安藤親男

午　後
 受付 1：30～
　　4：45
 診療 2：00～

安藤公二
吉田のり子

安藤公二
吉田のり子

休診
健康相談
（担当 看護師）

第①午後2～3時
漢方外来
長坂和彦

安藤公二
吉田のり子

吉田のり子

区　分
第①③週
井上憲昭
第②④⑤週
安藤公二
第②④週
遠藤誠子

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

3月8日日

2月15日日
期　日 医　科 薬　局

ちの皮フ科
☎82-3210

アイン本町西薬局
☎82-3660

2月22日日

ピアみどりフジモリ薬局
☎82-1288

3月1日日

おもだか皮膚科
☎73-2525
眞田医院
☎73-0731
塚田医院
☎72-9898

耳鼻咽喉科三田医院
☎73-9233

ヤジマ薬局
☎72-2342

3月15日日

ニコニコ堂薬局
☎82-2525

薬局マツモトキヨシ長峰店
☎71-2555

検診・健診　会場 保健センター2階　受付 午後1時～午後1時15分
　　　　　　　　　　　※乳児検診は、午後1時10分～午後1時20分受付　

○3歳児健診 2月20日（金） 対象:H24年1月1日～
　　　　　　　　　　　　　4月1日生

○乳児健診 2月24日（火） 対象:H26年4・7・10月生

○1歳半健診 3月13日（金） 対象:H25年8・9月生

○2歳児歯科検診 3月10日（火） 対象:H24年12月、
　　　　　　　　　 H25年1・2月生　

○母親学級
　後期コース

3月14日(土)　希望者(要予約)
受付:午後1時15分～午後1時30分

○2歳半歯科検診 2月18日（水） 対象:H24年6・7・8月生
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　1月7日に行政嘱託員会議が開催され、平成27年
の各区・自治会の正副区長・自治会長が出席されま
した。会議では、自己紹介に引き続き、清水村長か
ら行政嘱託員の皆さんに委嘱状が手渡されました。
また、村から各区・自治会へ依頼する行政事務につ
いての説明があり、協力をお願いしました。
　平成27年の各区長・代理区長は次の皆さんです。
◎区長会会長　○区長会副会長

ご来光登山

←1月19日に、第1回目の原村医療費特別給付金制度の
あり方検討委員会が開催されました。はじめに清水村
長が「現状から見て、制度の検討・見直しが必要。なる
べく制度を維持できるように話し合っていきたい」と
あいさつを述べた後、担当者から村独自の医療費特別
給付金制度について説明がありました。今回の委員会
では、現在の制度の概要や今後どのように委員会を進
めていくかなどが話し合われました。
　今後、村の福祉施策の根幹をなすこの制度について、
慎重に検討していくこととなります。

大久保区
柳沢区
八ッ手区
払沢区
柏木区
菖蒲沢区
室内区
中新田区
南原区
判之木区
上里区
農場区
やつがね区
ペンション区
原山自治会

　 区　　長
　眞道　精二
　百瀬　友満
　行田　義明
　清水　幸司
　長林　宏明
　藤原　牧芳
　平林　盛男
　小松 良比古
　田中　喜幸
　馬宮　洋治
◎水上　哲夫
○梶並　憲昭
　小出　二郎
　山本　勝之
　安原　 実

　代理区長
金子　雄二
吉川　和廣
行田　幸保
日達　一穂
中村　永幸
小林　正二
坂本　美雄
伊藤　幸德
越川　敬子
味澤　宏光
奥山　武道
石原　順子
中村　末敏
久保　 亘
山田　正幸

　元旦の1月1日に、山梨県にある天女山でご来光登
山が行われました。今年は雲も少なく綺麗に晴れた
おかげで、頂上では美しい初日の出を拝むことがで
きました。参加者は、ご来光を拝みながら今年一年の
健勝を願いました。

行政嘱託員会議

原村医療費の
　今後のあり方を検討

　1月11日、小雪の舞う中、中央公民館駐車場で原
村消防出初式が行われました。式では、観閲・機械
器具点検と、役場駐車場まで分列及び車両行進をし
ました。役場駐車場では、今年一年の無火災を願い
祝水の一斉放水が行われました。その後、表彰式で、
伊藤団長は「災害のない原村を目指して、団員・地
域の皆が団結し“絆”を大切にしていきたい」と訓
示を述べました。
　なお、長野県消防協会長、諏訪消防協会長、原村
消防団長、原村長表彰受賞者は次の皆さんです。

●長野県消防協会長表彰
　無火災章　第１分団
　功労章　第１分団　分団長　　　清水 秀敏
　努力章　第３分団　分団長　　　小林 清幸
　　　　　第３分団　副分団長　　清水 昌輝
　精績章　第２分団　ラッパ長　　篠原 英利
　　　　　第２分団　副ラッパ長　清水 聡
　技術章　第１分団　副分団長　　小池 保寛
　精勤章　第１分団　班長　　　　行田 淳展
　　　　　第１分団　班長　　　　真道 学
　　　　　第２分団　班長　　　　鎌倉 誠
　　　　　第３分団　班長　　　　平林 透
　　　　　第３分団　班長　　　　小林 哲也
　　　　　第４分団　班長　　　　中村 嘉信
　　　　　第４分団　班長　　　　田中 克俊

●諏訪消防協会長表彰
　特別無火災章　第１分団
　無火災章　　　原村消防団
　　　　　　　　第４分団

●原村消防団長表彰
　＜特別表彰＞
　消防ポンプ操法技能卓越優秀賞　小池 希望
　ラッパ10年勤続章　　　　　　　百瀬 充
　ラッパ員皆勤章　　　　　　　　鎌倉 悟

●原村長表彰
　行政区特別無火災章　室内区

原村消防出初式
無病息災を願って
　払沢区 どんど焼き

　11日に、払沢区のど
んど焼きが行われ、大
勢の区民が参加しまし
た。日が落ちて冷え込
んでいる中、参加者は
火を囲んで暖を取りな
がら、自分たちで作っ
たまゆ玉を炙って食べ
ていました。年初めの
あいさつを交わす姿も
見られ、今年一年の健
康を互いに願いました。
その後、厄年にあたる
25歳、42歳、61歳の皆
さんによる厄投げが

行われ、お菓子やおひねりを投げることで厄を払い
落としていました。
　また、村内各地のどんど焼きは、1月10日から15日
にかけて行われました。15日の保育所のどんど焼き
では、園児たちが前日に作ったまゆ玉を焼き無病息
災を願って食べました。
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